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出
席
者
（
敬
称
略
）

　 

平
上
（
一
）・
林
（
直
）・
問
田

髙
階
・
原
田
・
落
合
・
尾
﨑

　 

梅
川
・
西
中
・
中
野
（
智
）

　 

光
吉
・
松
本
（
典
）・
平
上
（
博
）

則
武
・
中
野
（
榮
）・
繁
森

　 

多
田
・
三
浦
・
川
口
・
松
本
（
満
）

片
桐
・
亀
山
・
杉
本
（
節
）

　
岡
本
・
青
山
・
吉
田

　
鳥
越
（
代
）・
廣
石
（
代
）

【
総
務
会
】

　
　
　
　
九
時
三
十
分
〜
十
時

・ 

常
任
委
員
会
・
地
区
長
会
の
運

営
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ

・ 

新
年
互
礼
会
・
平
上
一
孝
副
理

事
長
就
任
祝
賀
会
に
つ
い
て
の

打
ち
合
わ
せ

【
合
同
会
議
】

　
　
　
　
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

昼
食
会
　
十
一
時
三
十
分
〜

 

十
二
時
三
十
分

○
支
部
長
あ
い
さ
つ

　 

公
益
社
団
法
人
正
会
員
指
導
教

場
は
一
号
会
員
の
み
使
用
で
き

る
。
連
盟
は
理
事
二
十
名
で
運

営
し
て
い
る
。
本
部
か
ら
支
部

に
八
十
万
円
の
還
付
金
が
あ
っ

た
。
現
在
支
部
会
員
九
十
一
名

で
あ
る
。
今
後
も
増
加
に
努
力

さ
れ
た
い
。

○
平
上
一
孝
副
理
事
長
あ
い
さ
つ

　
本
部
の
状
況
に
つ
い
て

○
林
顧
問
あ
い
さ
つ

○ 

問
田
本
部
参
与
・
髙
階
支
部
参

与
あ
い
さ
つ

【
常
任
委
員
会
】

進
行
　
原
田
支
部
長

十
二
時
三
十
分
〜
十
四
時
四
十
分

① 

新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

・ 

首
尾
木
昭
子
（
倉
敷
）
一
号
会

員
全
員
一
致
で
承
認

平
成
二
十
六
年
一
月
十
三
日（
祝
日
）

九
時
三
十
分
〜
十
六
時

於

　岡
山
県
珠
算
会
館

　
大
き
な
節
目
六
十
周
年
記
念
式

典
も
無
事
終
了
。
役
員
と
し
て
の

達
成
感
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
支
部

発
展
に
大
き
く
功
労
功
績
の
方
々

を
表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

中
で
も
支
部
創
立
当
時
よ
り
在
籍

さ
れ
多
大
な
協
力
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
、
林
・
髙
階
・
塩
飽
各
先

生
方
が
現
在
も
健
在
に
て
ご
健
闘

の
姿
は
誠
に
力
強
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。

　
更
に
珠
算
団
体
と
し
て
発
信
ア

ピ
ー
ル
も
達
成
さ
れ
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。
支
部
一
番
の
親
し

い
仲
間
、
中
国
五
県
の
役
員
諸
氏

も
全
員
参
席
下
さ
い
ま
し
た
事
も

大
き
な
絆
が
再
確
認
さ
れ
た
訳
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
七
十
周
年
に
向
か
つ
て
、

ひ
た
走
り
に
邁
進
す
る
こ
と
を
目

標
に
会
員
一
致
団
結
で
歩
み
た
い

も
の
で
す
。

　
公
益
社
団
法
人
　
全
国
珠
算
教

育
連
盟
の
組
織
も
新
し
い
珠
算
団

体
と
し
て
発
足
、
そ
れ
に
伴
い
支

部
規
則
の
改
正
を
急
い
で
い
ま
す

役
員
会
議
で
検
討
さ
れ
や
が
て
会

員
の
皆
さ
ん
に
公
表
さ
れ
ま
す
。

　
支
部
長
就
任
以
来
　
①
支
部
行

事
へ
の
全
員
参
加
　
②
支
部
へ
の

書
類
　
納
入
金
等
の
期
限
厳
守
　

③
和
の
精
神
で
運
営
を
掲
げ
支
部

運
営
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
先

般
本
部
六
十
周
年
記
念
式
典
及
び

研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が

当
県
よ
り
の
参
加
者
は
僅
か
六
名

と
言
う
。
中
国
五
県
で
も
最
低
の

有
様
、
来
年
は
鹿
児
島
県
支
部
担

当
で
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
十
名
以

上
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

導
に
お
き
ま
し
て
は
毎
年
四
十
校

前
後
の
出
前
教
室
に
ご
無
理
を

願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
珠
算
学
習

の
必
要
性
と
高
揚
に
効
果
を
上
げ

て
い
る
わ
け
で
、
今
本
部
で
は
二

年
生
よ
り
の
履
修
要
望
を
文
科
省

に
強
力
に
押
し
進
め
て
お
り
ま
す

今
、
小
学
校
算
数
科
に
時
間
数
は

僅
か
な
が
ら
も
載
り
、
学
校
自
体

指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

は
我
々
に
と
っ
て
力
強
い
味
方
で

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
疎
か
に

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
地
域
に
貢
献
す
る
行
事
に

岡
山
少
年
院
へ
の
会
員
五
名
派
遣

を
長
年
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
五

月
よ
り
は
月
二
回
の
指
導
要
望
が

あ
り
（
益
々
重
要
性
を
認
識
）、

担
当
の
諸
先
生
方
に
は
ご
無
理
ば

か
り
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
奉
仕

の
精
神
で
、
対
処
し
て
頂
き
た
く

思
い
ま
す
。

② 

創
立
六
十
周
年
記
念
行
事
に
つ

い
て

　（
反
省
・
会
計
報
告
等
）

・ 

完
全
で
は
な
か
っ
た
が
ま
ず
ま

ず
で
終
了
。

　 

七
十
周
年
に
向
け
て
、
一
年
ご

と
に
記
念
誌
専
用
フ
ァ
イ
ル
を

作
成
し
、
支
部
で
保
管
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

・
会
計
報
告
は
了
解
さ
れ
た
。

③ 

平
成
二
十
六
年
度
競
技
大
会
に

つ
い
て

　 

競
技
部
長
か
ら
説
明
を
受
け
る

・ 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
に
つ
い

て
　 

毎
年
六
月
に
予
定
し
て
い
る
が

学
校
行
事
等
の
た
め
参
加
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
四

月
末
（
第
四
日
曜
日
）
開
催
を

検
討
さ
れ
た
い
。
今
年
の
場
合

は
平
成
二
十
六
年
六
月
八
日

（
日
）
も
し
会
場
が
確
保
で
き

な
い
場
合
は
一
週
間
後
の
平
成

二
十
六
年
六
月
十
五
日
（
日
）

に
開
催
予
定
。

・ 

岡
山
県
通
信
暗
算
競
技
大
会
に

つ
い
て

　 

色
々
と
意
見
が
あ
る
が
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

・
中
国
五
県
大
会

　 

平
成
二
十
六
年
度
は
岡
山
県
支

部
が
担
当
。
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
四
日
（
日
）
ア
ー
ク
ホ

テ
ル
の
予
定
。
準
備
等
協
力
を

お
願
い
す
る
。

④ 
平
成
二
十
五
年
度
版
「
公
益
社

団
法
人
全
国
珠
算
教
育
連
盟
諸

規
則
集
」
の
改
定
に
よ
る
岡
山

県
支
部
諸
規
定
集
（
平
成
二
十

二
年
七
月
一
日
現
在
）
の
見
直

し
に
つ
い
て
。

　 

現
行
化
に
向
け
て
現
在
準
備
中

で
あ
る
。（
全
珠
連
会
報
一
六

二
号
関
係
）

 

⑤ 

来
年
度
旅
費
交
通
費
の
見
直
し

に
つ
い
て

　 

今
年
度
中
を
目
安
に
現
行
化
し

た
い
。

 

⑥ 

電
話
機
の
装
置
の
変
更
に
つ
い

て
　 

変
更
の
料
金
も
不
要
な
の
で
同

時
に
電
話
が
で
き
る
装
置
に
変

更
。

【
地
区
長
会
】

○
議
長
　
杉
本
節
夫（
新
見
地
区
）

① 

合
同
会
議
の
際
は
、
マ
イ
ク
を

使
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

② 

会
議
の
日
程
を
決
め
る
と
き
祝

日
を
さ
け
て
開
催
し
て
欲
し
い

③
検
定
部

・ 

毎
年
一
回
五
段
以
上
支
部
へ
送

付
す
る
。

・
段
位
の
検
定
会
場
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
議
事
録

日

　時
　平
成
二
十
六
年
三
月
二
日（
日
）

　
十
時
三
十
分
〜
十
五
時
五
十
分

 

於
　
岡
山
県
珠
算
会
館

出
席
者
（
敬
称
略
）

　
原
田
・
落
合
・
尾
﨑

　
梅
川
・
西
中
・
中
野
（
智
）

　
光
吉
・
松
本
・
平
上
・
則
武

　
監
査
　
中
野
（
榮
）・
繁
森

〔
議
題
〕

㈠ 

平
成
二
十
六
年
度
支
部
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

・ 

収
支
予
算
書
（
案
）
に
よ
り
会

計
担
当
か
ら
説
明
が
あ
り
検
討

　 

昨
年
と
同
様
の
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
事
業
活
動
支
出
で
、
中

国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
の
選

手
補
助
金
千
五
百
円
を
二
千
円

に
変
更
。

 

承
認

㈡ 

平
成
二
十
六
年
度
事
業
予
定

（
案
）
に
つ
い
て

　
事
業
予
定
表
（
案
）
に
つ
い
て

 

承
認

㈢
来
年
度
役
員
の
定
数
に
つ
い
て

　 

常
任
委
員
か
ら
の
意
見
で
見
送

り
と
な
っ
た
。

㈣
競
技
大
会
に
つ
い
て

・ 
県
大
会
開
催
日
時
・
場
所
の
決

定
等
の
報
告
と
県
大
会
要
領
等

の
確
認

　 

平
成
二
十
五
年
度
は
前
年
通
り

六
月
八
日
（
日
）
岡
山
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
場
所
は
確
定

済
）

　 

平
成
二
十
六
年
度
は
平
成
二
十

七
年
四
月
二
十
六
日
（
日
）
に

変
更
さ
れ
た
。

○ 

中
国
五
県
大
会（
岡
山
県
担
当
）

場
所
・
日
程
の
確
認

　 

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
四
日

（
日
）「
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
岡
山
」

　
支
部
役
員
（
敬
称
略
）

　 （
平
上
一
孝
・
原
田
忠
文
・
落

合
正
治
・
尾
﨑
祈
生
子
・
梅
川

博
之
・
西
中
俊
子
・
光
吉
博
美
・

平
上
博
・
中
野
智
恵
・
池
上
修

生
・
問
田
隆
大
）
の
方
々
に
大

会
全
般
を
依
頼
す
る
。
そ
の
他

会
員
の
方
々
に
も
依
頼
す
る
。

㈤
慶
弔
規
程
の
改
正

　 

現
在
の
規
程
の
第
三
条
（
五
）

名
誉
会
員
本
人
三
万
円
（
他
に

供
花
一
対
）
追
加
に
改
定
す
る

 

承
認

㈥
監
査
か
ら
の
要
望

　 

現
在
監
査
会
の
指
示
に
よ
り
試

験
的
に
準
備
し
て
記
載
し
て
い

る
業
務
日
誌
は
、
結
果
を
見
て

次
年
度
か
ら
開
始
す
る
。
地
区

に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

㈦
新
入
会
員
の
加
入
に
つ
い
て

　
横
田
有
佳
里

　
和
気
郡
和
気
町
日
室

　
備
前
地
区
三
号
会
員

 

承
認

　
新
た
に
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は

　 

県
支
部
と
地
区
同
士
の
交
流
の

た
め
講
習
会
等
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
。

○
支
部
長
か
ら
の
提
案

・ 

パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
の
購
入

に
つ
い
て

　
検
討
課
題
に
す
る
。

・ 

新
学
期
に
入
る
の
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
変
更
の
あ
る
方

新
た
に
加
入
さ
れ
た
い
方
は
四

月
中
に
支
部
事
務
所
に
申
し
出

る
こ
と
。

各
部
か
ら
の
提
案

○
研
修
部

　 

講
習
会
等
に
使
用
す
る
垂
れ
幕

作
成
依
頼
は
平
成
二
十
七
年
度

に
希
望
を
出
し
ま
す
。

○
検
定
部

　 

下
級
検
定
試
験
の
受
験
者
の
増

加
に
努
力
す
る
こ
と
。

○
学
対
部

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
三
月
で
終
了

○
広
報
部

　 

地
区
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

状
況
報
告
を
掲
載
す
る
予
定
。

 

以
上

常
任
委
員
会

支
部
長

　原
田

　忠
文

ご
あ
い
さ
つ

顧
問
・
参
与
会
・
常
任
委
員
会
・

地
区
長
連
絡
会
開
催

　 

出
席
の
地
区
長
が
段
位
の
検
定

会
場
に
つ
い
て
現
状
報
告
。

・ 

七
月
の
地
区
長
会
議
で
、
毎
年

十
一
月
に
行
っ
て
い
る
段
位
の

再
々
審
査
は
、
検
定
部
長
か
ら

と
り
や
め
に
し
ま
す
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

【
常
任
委
員
会
・
地
区
長
会
議
終

了
後
の
合
同
会
議
】

　 

常
任
委
員
会
の
報
告
（
決
定
事

項
を
含
む
）、
地
区
長
会
議
の

要
望
・
決
定
事
項
に
つ
い
て
は

合
同
会
議
で
了
解
さ
れ
た
。

○
支
部
長
の
報
告

・ 

地
区
か
ら
の
検
定
申
し
込
み
に

つ
い
て

　 

成
績
原
票
の
一
枚
目
（
複
写
）

を
送
付
。
特
に
生
年
月
日
を
間

違
い
が
な
い
よ
う
に
。

・
珠
聖
検
定
に
つ
い
て

　
本
部
で
検
討
中
で
す
。

　
平
上
一
孝
副
理
事
長
よ
り

・ 

中
国
五
県
大
会
の
競
技
部
と
し

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　 

総
務
会
と
合
同
で
早
い
時
期
に

打
ち
合
わ
せ
を
し
、
万
全
に
取

り
組
む
よ
う
に
。

・ 

下
級
検
定
お
よ
び
初
級
検
定
の

推
進
に
つ
い
て

○
監
査
会
の
実
施

　 

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
三
日

（
木
）
九
時
三
十
分
〜
十
五
時

の
予
定
。

中国五県珠算選手権大会開催
（岡山県担当）

日時　平成26年８月24日（日）
場所　アークホテル岡山

※詳細は後日発送

平上一孝副理事長就任祝賀会にて

●通常総会開催のお知らせ●
１．日時　平成26年８月31日（日）10時～12時
２．場所　岡山県珠算会館
３．議題　① 平成25年度事業報告並びに決算の

承認を求める件
　　　　　② 平成26年度事業計画並びに予算の

承認を求める件
　　★欠席の場合は必ず委任状を提出ください。

日時　平成₂₆年８月₃₁日（日）
　　　13時～16時30分
場所　岡山県珠算会館
講師　金本　和祐先生（大阪）
演題　「生徒を伸ばす指導法あれこれ」

（詳細は後日送付）

日時　平成₂₆年６月８日（日）
　　　10時～15時
場所　岡山県生涯学習センター

指導者講習会　案内 平成26年度
会費納入のお願い
　来年度の諸会費を６月５日（木）
までに、地区会計又は支部事務所
へ納入してください。（厳守）

兼中国五県珠算
選手権大会予選

岡山県珠算競技大会



（ 2 ）　　第１６５号� ２０１４年（平成２６年）５月１５日珠 算 お か や ま

第
三
五
九
回
・
第
三
六
〇
回
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

　

大
雪
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
で
出
校
さ
れ
た
先
生
方
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

岡
山
県
内
で
は
、
三
月
歴
史

あ
る
小
学
校
、
中
学
校
が
閉
校
。

思
い
出
深
い
学
び
舎
に
別
れ
を

告
げ
た
。
四
月
統
合
し
た
小
学

校
、
中
学
校
は
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
新
し
い
歴
史
が

始
ま
る
。

　

消
費
税
率
改
定
に
伴
い
、
塾

の
経
営
も
や
り
に
く
い
は
ず
だ

が
困
る
声
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

来
年
十
月
に
は
税
率
十
％
に
上

が
り
、
年
金
や
子
育
て
を
助
け

る
た
め
に
使
わ
れ
る
と
言
う
。

　

黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
元
気

に
登
校
。
会
員
の
皆
様
方
、
安

全
運
転
を
心
が
け
よ
う
。�

T
・
N

編
集
後
記

お

く

や

み

　

岡
山
地
区

　
　

小
林　

安
子
（
実
父
逝
去
）

�

（
平
成
二
十
六
年
二
月
）

　

備
南
地
区

　
　

川
口　

久
子
（
実
父
逝
去
）

�

（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

新

入

会

員

　

首
尾
木
昭
子（
昭
和
五
十
五
年
生
）

全珠連46校　３年生2,819名　４年生145名　合計2,964名
その中43校からアンケートの回答がありました。
１．授業内容について
　①こどもたち（児童）はどう感じましたか？
　　ア．新鮮に映って大変よろこんだ。 ……………100％
　　イ．あまり良い感じを持てなかったようだ。
　　ウ．どちらともいえない。
　②　こどもたち（児童）にわかりやすかったですか？
　　ア．わかりやすく児童もよく理解したと思う。…89％
　　イ．あまり良く理解できなかったと思う。　　　
　　ウ．どちらとも言えない。…………………………11％
　③連合会発行の「たのしいそろばん」は授業につかいますか？
　　ア．使う。……………………………………………68％
　　イ．未定　今後検討したい。………………………32％
２．そろばんボランティア指導について
　①　来年度実施した場合、希望されますか？
　　ア．来年度も希望する。……………………………90％
　　イ．希望しない。
　　ウ．未定　今後よく検討したい。…………………10％
　②　時間数は何時間がよいと思われますか？
　　ア．２時間……………………………………………22％
　　イ．３時間……………………………………………35％
　　ウ．４時間……………………………………………43％
３．担任の先生方のご感想・ご意見
・�指導用そろばんに、１の位・十の位・百の位の表示
があればわかりやすいのでは。
・�５をつくる計算・10を作る計算が難しいので、もう
少し時間をかけて指導していただきたい。
・�「くり上がりなし」「くり上がりあり」とわけて２時
間の指導もいいのでは。
・�少しペースが速くて、ついていけなかった子がいた。
・�小学校と事前の打ち合わせの時間を設けて欲しい。
（事前の打ち合わせが出来ていない学校があった）

地 　 区 授業時間
岡 　 山 202時間
東 　 備 10
美作・美咲 104
備 　 南 47
賀 陽 12
邑 　 久 41
井原・矢掛 75
高 　 梁 4
新 　 見 3
倉 敷 65
備 前 27
合 　 計 590時間

平成25年度地区別授業時間

平成25年度ボランティア事業終了
小学校ボランティアお疲れさまでした！

　

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
日

（
日
）、
東
京
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
新
高
輪
「
飛
天
」
で
華
や

か
に
開
催
。
七
百
名
近
い
参
席
に

て
挙
行
。
特
別
、
役
職
、
元
職
員

創
立
時
会
員
、
部
外
協
力
功
労
感

謝
状
の
表
彰
と
進
み
、
当
県
支
部

よ
り
は
林　

直
也
・
髙
階　

健
・

塩
飽　

丸
光　

各
先
生
が
創
立
時

会
員
功
労
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
誠

に
め
で
た
く
意
義
あ
る
こ
と
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

部
外
協
力
功
労
感
謝
に
は
二
十

三
社
が
授
与
さ
れ
、
連
盟
の
組
織

の
大
き
さ
が
示
さ
れ
、
名
誉
段
位

贈
呈
者
の
中
に
は
有
村
治
子
参
議

院
議
員
は
じ
め
、
岡
山
県
支
部
の

指
導
者
講
習
会
で
講
師
を
務
め
て

下
さ
っ
た
森
谷
理
事
、
計
七
名
の

方
が
名
誉
六
段
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

祝
宴
は
太
鼓
演
奏
で
幕
開
け
、

子
ど
も
た
ち
も
交
じ
り
華
や
か
に

十
名
の
円
卓
は
近
隣
の
メ
ン
バ
ー

で
設
定
さ
れ
、
福
引
き
も
あ
り
全

珠
連
歌
・
万
歳
三
唱
で
終
了
。
と

て
も
良
い
気
分
で
ホ
テ
ル
に
帰
還

し
ま
し
た
。

第
六
十
回
全
国
珠
算
研
究
集
会
報
告

日
時　

�

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

場
所　

�

東
京
都
品
川
区
立
総
合
区

民
会
館
「
き
ゅ
り
あ
ん
」

講
演
～
父
相
田
み
つ
を
を
語
る
～

講
師　

相
田
み
つ
を
美
術
館
長

�

相
田
一
人

　

書
家
・
詩
人
。
栃
木
県
足
利
市

大
正
十
三
年
生
ま
れ
。
二
十
三
年

前
死
去
。
十
七
歳
よ
り
本
格
的
に

取
り
組
む
。
二
十
三
歳
で
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
。
二
十
七
歳
で
毎
日

書
道
展
に
入
選
。
座
禅
歴
（
武
井

老
子
の
元
）
永
年
継
続
。
独
特
な

字
体
で
魅
了
。
作
品
は
字
が
上
手

い
だ
け
で
は
単
調
に
成
り
易
い
！

心
に
伝
わ
る
字
体
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
！

　

二
十
一
歳
で
終
戦
を
迎
え
六
人

兄
弟
の
三
番
目
。
兄
二
人
は
戦
死

剣
道
五
段
の
達
人
で
生
活
協
同
組

合
に
勤
務
し
た
後
、
書
家
に
専
念

自
分
の
こ
と
ば
自
分
の
書
を
テ
ー

マ
に
数
多
く
の
作
品
を
制
作
。
人

間
の
生
き
方
を
鋭
く
問
う
多
く
の

詩
を
残
し
た
。

　
「
に
ん
げ
ん
だ
も
の
」
書
の
出

版
は
長
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

①
念
ず
れ
ば　

花
ひ
ら
く

②�

し
あ
わ
せ
は　

い
つ
も　

じ
ぶ

ん
の　

こ
こ
ろ
が　

き
め
る

③�

あ
な
た
が　

そ
こ
に　

た
だ
い

る
だ
け
で　

み
ん
な
の　

こ
こ

ろ
が　

や
す
ら
ぐ　

そ
ん
な　

あ
な
た
に　

な
り
た
い

④�

一
生
燃
焼　

一
生
感
動　

一
生

不ふ

悟ご

⑤�

七
転
八
倒　

つ
ま
ず
い
た
り　

こ
ろ
ん
だ
り
す
る
ほ
う
が　

自

然
な
ん
だ
な
～　

に
ん
げ
ん
だ

も
の

⑥�

と
に
か
く
具
体
的
に　

動
い
て

ご
ら
ん　

具
体
的
に
動
け
ば　

具
体
的
な
答
え
が
で
る
か
ら

⑦�

ひ
と
つ
の
こ
と
で
も　

な
か
な

か
思
う
よ
う
に
は
な
ら
ぬ
も
の

で
す　

だ
か
ら
あ
な
た
は　

ひ

と
つ
の
こ
と
を　

一
生
け
ん
め

い
や
っ
て
い
る
の
で
す

⑧�

め
ぐ
り
あ
い　

ひ
と
つ
の
世
の

不
幸
は　

人
と
人
と
の
逢
う
こ

と
か
ら　

は
じ
ま
り　

め
ぐ
り

あ
え
て　

ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ

た　

ひ
と
り
で
も
い
い　

こ
こ

ろ
か
ら
…

⑨�

夢
は
で
っ
か
く
根
は
ふ
か
く　

花
を
支
え
る
枝　

枝
を
さ
さ
え

る
幹
は
…

算
数
教
育
と
そ
ろ
ば
ん

パ
ネ
ラ
ー　

上
垣　

渉

　
　
　
　
　

中
野　

晴
彦

　
　
　
　
　

大
場　

一
輝

司
　
会
　　

小
沼　

光
浩

一�

、
算
数
教
育
が
目
指
し
て
い
る

こ
と

　

人
間
力
が
向
上
、
計
算
力
―
数

学
が
出
来
る
が
速
算
力
だ
け
で
は

そ
ろ
ば
ん
は
栄
え
な
い
、
算
数
と

は
何
を
目
指
し
て
い
る
か　

中
学

数
学
を
目
指
す　

数
を
表
す
こ
と

も
考
え
る
言
語
。

二�

、
算
数
教
育
と
そ
ろ
ば
ん

　

数
学
的
な
考
え
方　

計
算
力　

そ
ろ
ば
ん
教
室
の
役
割　

早
期
教

育三�

、
関
心
・
意
欲
・
や
る
気
の
持
続

　

�

理
解
の
遅
い
児
童
へ
の
対
応
、

特
別
支
援
教
育
、
家
庭

　

学
校　

珠
算
教
室

　

子
ど
も
の
視
点
か
ら
考
え
る　

特
別
支
援
教
室　

ゲ
ー
ム
感
覚
で

教
え
る　

法
則
を
知
っ
た
計
算
を

さ
せ
る

　

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
日

（
日
）、
桜
花
爛
漫
の
東
京
、
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪

「
飛
天
」
に
於
い
て
、
全
珠
連
創

立
六
十
周
年
記
念
式
典
が
午
後
二

時
か
ら
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
付
を
経
て
、
県
支
部
別
に
設

け
ら
れ
た
席
に
つ
き
開
式
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
一
連
の
行
事
終
了

後
、
五
時
か
ら
祝
宴
と
な
り
、
祝

い
の
こ
と
ば
や
、
未
来
に
向
け
て

の
誓
い
な
ど
、
色
々
楽
し
く
語
り

合
う
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
三
月
三
十
一
日
（
月
）
十
時

か
ら
、
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館

「
き
ゅ
り
あ
ん
」
で
、
第
六
十
回

全
国
珠
算
研
究
集
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

私
に
と
っ
て
参
加
し
て
本
当
に

有
意
義
で
心
に
残
る
話
が
聞
け
て

良
か
っ
た
事
を
書
い
て
み
ま
す
。

　

研
究
集
会
の
講
演
「
一
生
勉
強

一
生
青
春
」
父
相
田
み
つ
を
を
語

る
～
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
、

　
　
つ
ま
づ
い
た
っ
て

　
　
い
い
じ
ゃ
な
い
か

　
　
に
ん
げ
ん
だ
も
の

　
　
　
　
み
つ
を

こ
の
詩
は
活
字
で
書
い
た
ら
思
い

が
通
じ
な
い
。

　

こ
の
詩
は
見
て
、
や
さ
し
い
こ

と
ば
で
あ
り
、
は
げ
ま
さ
れ
る
。

☆�

珠
算
と
は
、
珠
算
技
能
だ
け
で

な
く
、
人
と
し
て
望
ま
し
い
生

活
を
養
っ
て
い
く
、（
人
間
力
）

を
つ
く
る
。

☆�

道
を
求
め
る
姿
こ
そ
、
日
本
人

と
し
て
の
心
だ
、
と
知
り
ま
し

た
。

も
う
一
句

　
　
し
あ
わ
せ
は

　
　
い
つ
も

　
　
じ
ぶ
ん
の

　
　
こ
こ
ろ
が

　
　
き
め
る

　
　
　
　
み
つ
を

と
書
か
れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
頂
き
ま

し
た
。

四
、‌�

む
す
び

　

や
る
気
に
さ
せ
る
に
は
中
身
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
か
ら
進
め
る　

指
導
者
は
忍
耐
力
を
持
っ
て
教
え

る　

じ
～
と
見
守
り
任
せ
る　

考

え
る
時
間
を
与
え
る　

低
学
年
は

理
屈
は
あ
と　

生
涯
教
育
で
の
そ

ろ
ば
ん
普
及　

英
語
で
そ
ろ
ば
ん

P
R
世
界
発
信

研
究
発
表

教
場
に
お
け
る
危
機
管
理

　

神
奈
川
県
支
部　

安
里　

利
子

　
「
教
室
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の

危
機
管
理
・
登
下
校
に
関
す
る
危

機
管
理
・
ク
レ
ー
ム
回
避
の
た
め

の
危
機
管
理
・
自
然
災
害
に
対
す

る
危
機
管
理
・
そ
ろ
ば
ん
が
輝
き

続
け
る
た
め
の
危
機
管
理
」
と
題

し
て
自
分
の
教
室
で
や
っ
て
い
る

指
導
及
び
運
営
の
身
近
な
例
を
と

り
、
と
て
も
解
り
や
す
く
端
的
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
あ
ら
ゆ
る
面
に
於
い
て
女

性
ら
し
い
気
配
り
を
さ
れ
、
都
会

で
の
塾
経
営
は
あ
そ
こ
ま
で
必
要

な
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
三
日

（
日
）
市
内
に
あ
る
富
山
公
民
館

に
於
い
て
、
岡
山
地
区
ち
び
っ
子

そ
ろ
ば
ん
大
会
を
開
催
し
た
。

　

優
良
生
徒
の
表
彰
式
に
続
い
て

岡
山
地
区
の
塾
生
か
ら
小
学
校
三

年
生
以
下
五
十
二
名
の
ち
び
っ
子

選
手
達
が
参
加
。
か
け
算
・
わ
り

算
・
み
と
り
算
・
あ
ん
算
と
一
生

懸
命
に
は
じ
く
。
側
で
見
て
い
る

保
護
者
や
一
緒
に
来
た
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
達
も
心
配
そ
う
に
見

守
っ
て
い
た
。

　

正
解
の
数
だ
け
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
会
場
に
は
き
れ
い
な
花
が
咲
い

た
。
金
、
銀
、
銅
の
メ
ダ
ル
を
肩

か
ら
掛
け
て
も
ら
い
満
足
の
笑
顔

で
撮
影
終
了
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も

楽
し
ん
だ
。
お
土
産
を
た
く
さ
ん

も
ら
い
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
大
会

は
十
二
時
前
に
終
了
。

　

こ
の
大
会
は
、
保
護
者
の
方
に

も
審
査
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
き
「
そ
ろ
ば
ん
学
習
」
を
通
じ

て
親
子
の

ふ
れ
あ
い

の
場
を
つ

く
る
こ
と

を
目
的
に

開
催
し
て

い
る
。

　

地
区
の

先
生
方
、

お
手
伝
い

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
第
三
五
九
回
〈
珠
算
〉

　

五
段　

丹
生　

忠
孝
（
岡
山
）

　

四
段　

山
本
か
の
ん
（
岡
山
）

　

参
段　

難
波　

智
尋
（
備
南
）

　
　

〃　

富
田　

大
智
（
備
南
）

　
　

〃　

小
山　

夏
実
（
東
備
）

●
第
三
五
九
回
〈
暗
算
〉

　

七
段　

田
本
悠
紀
野
（
美
咲
）

　
　

〃　

田
　

涼
介
（
岡
山
）

　

六
段　

富
田　

大
智
（
備
南
）

　

五
段　

平
田　

真
依
（
高
梁
）

　
　

〃　

磯
山　

和
希
（
備
南
）

　
　

〃　

難
波　

智
尋
（
備
南
）

　
　

〃　

竹
内　

大
生
（
岡
山
）

　

四
段　

浅
図　
　

雅
（
美
咲
）

　

参
段　

川
合
有
美
瑠
（
東
備
）

　
　

〃　

原　
　

成
美
（
岡
山
）

　
　

〃　

横
山　

明
樹
（
備
南
）

　
　

〃　

杉
山　

龍
玄
（
美
咲
）

　
　

〃　

山
田　

眞
子
（
美
咲
）

　
　

〃　

行
藤　

綾
桂
（
吉
備
）

●
第
三
六
〇
回
〈
珠
算
〉

　

六
段　

北
川　

絢
野
（
岡
山
）

　

五
段　

中
山　

千
帆
（
高
梁
）

　
　

〃　

木
下
奈
菜
美
（
岡
山
）

　
　

〃　

小
亀　

し
ほ
（
岡
山
）

　

四
段　

大
石　

景
子
（
新
見
）

　
　

〃　

室
川　

弘
華
（
岡
山
）

　
　

〃　

楽
善　

奏
紀
（
邑
久
）

　
　

〃　

井
上　

未
久
（
美
作
）

　

参
段　

中
川
芽
久
美
（
高
梁
）

　
　

〃　

橋
本　
　

優
（
備
南
）

　
　

〃　

藤
野　

友
美
（
新
見
）

　
　

〃　

三
宅　

翔
大
（
矢
掛
）

　
　

〃　

橋
目　

咲
季
（
東
備
）

　
　

〃　

行
藤　

綾
桂
（
吉
備
）

地
区
だ
よ
り

岡
山
地
区
報
告

●
第
三
六
〇
回
〈
暗
算
〉

　

八
段　

三
浦　

麻
由
（
東
備
）

　
　

〃　

田
本
悠
紀
野
（
美
咲
）

　

七
段　

丹
生　

忠
孝
（
岡
山
）

　

六
段　

平
田　

真
依
（
高
梁
）

　
　

〃　

中
川　

雄
貴
（
吉
備
）

　
　

〃　

北
殿　

祐
人
（
井
原
）

　
　

〃　

右
手　

彩
花
（
吉
備
）

　
　

〃　

松
井
七
璃
子
（
邑
久
）

　
　

〃　

藤
原　

拓
己
（
岡
山
）

　

五
段　

永
田　

萌
香
（
岡
山
）

　
　

〃　

中
野　

智
矢
（
吉
備
）

　

四
段　

藤
原　

弘
那
（
東
備
）

　
　

〃　

年
岡　

玲
央
（
美
作
）

　
　

〃　

橋
詰　

倫
実
（
吉
備
）

　
　

〃　

佐
藤　

七
菜
（
備
南
）

　

参
段　

甲
元　

昌
也
（
美
咲
）

　
　

〃　

大
本　

哲
平
（
岡
山
）

　
　

〃　

永
瀬　

心
乃
（
岡
山
）

　
　

〃　

武
並　

晴
香
（
高
梁
）

　
　

〃　

井
上　

介
聖
（
岡
山
）

　
　

〃　

遠
藤　

有
紗
（
東
備
）

　
　

〃　

槌
田　

実
生
（
備
南
）

　
　

〃　

小
山　

夏
実
（
東
備
）

　
　

〃　

二
宮　

良
太
（
岡
山
）

本
部
行
事
六
十
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
て

全
珠
連
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典

　
及
び
珠
算
研
究
集
会
に
参
加
し
て 支

部
長
　
原
田
　
忠
文

美
作
地
区
　
豊
田
　
澄
子

　今年もインフルエンザが猛威を振るいとてもお寒い中、本当にお疲れさまでした。
　そろばんに興味を持つ児童を増やす良い機会と思いますが寒い季節のご指導、ボラン
ティアの先生方のご負担軽減を考え、学校の先生方へのよい施策、ボランティアの時期、
何か良いご提案があればお寄せいただきたいと思います。� （学対部）

平成26年２月５日付山陽新聞に掲載されました。


